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令和２年度（2020年度）西原公園児童館　活動報告
開催月 事業名 活動内容 備考

児
童
館
行
事

耐震工事の為、行事の活動はなし
新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

※工事期間

令和２年7月30日～

令和３年２月19日

１０月 交通安全教室
生活安全課へ依頼し、交通ルール等の説明を受け、
改めてルールを守ることの大切さを勉強できた。

１０月 子育てトーク
子どもの状態を話したり、聞くことにより親同士共有
するものがあった。

11月 歯科指導
歯科衛生士による歯ブラシを使った歯磨き等の指
導を受け、歯磨きをする大切さを勉強できた。

子
育
て
支
援

耐震工事の為、行事の活動はなし
新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

朝
の
活
動
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開催月 事業名 活動内容 備考

児
童
ク
ラ
ブ

通年

珠算クラブ
書道①クラブ
書道②クラブ
書道③クラブ
硬筆クラブ
卓球クラブ

土曜日・日曜日に練習予定だったが、ふれあい文化
センターが日曜日休館のため、硬筆クラブ・書道③
クラブは土曜日に変更。コロナ感染予防の為、練習
できたのは１０月～１２月の初めまでだった。

耐震工事の為、ふ
れあい文化セン
ターの会議室等を
借りて実施

特
別
行
事

耐震工事の為、行事の活動はなし
新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)

耐震工事の為、行事の活動はなし
新型コロナウィルス感染拡大の影響により、会の発
足が出来なかった。
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開催月 事業名 活動内容 備考

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

毎月 自由あそび

朝
の
活
動

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

子
育
て
支
援

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

児
童
ク
ラ
ブ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

児
童
館
行
事

令和２年度（2020年度）託麻児童館　活動報告
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開催月 事業名 活動内容 備考

特
別
行
事

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、会の発
足が出来なかった。
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開催月 事業名 活動内容 備考

児
童
館
行
事

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

朝
の
活
動

11月～3月 朝の活動

5月末まで新型コロナウイルス感染拡大防止のため休館
していた。
再開した6月は、自由遊びを主にしていた。
7月から10月までは感染防止のため、活動をせず子育て
支援として集まらずにできる制作を主に実施。
11月からは、来館した乳幼児(主に0歳～3歳)と保護者
対象に、壁面作りや手作りおもちゃなどを制作した。
児童館だよりには、制作の時間に集中しないよう記載せ
ず、児童館の館内に日程と内容を掲示。
希望者には制作日以外にも個人対応できるよう配慮し
た。
密集しないよう、自由遊びとは別の部屋で、2～3組ずつ
制作を行った。
家でも遊べる物が出来たと喜ばれていた。

回数：15回　(月3
回程度)
参加人数：136組
(乳幼児143人・保
護者136人)

4月～3月 避難訓練等

休館している月も含め、毎月開催した。
(火災・大雨洪水・台風・不審者)
休館時には、職員が避難経路や消火栓などの配置を確
認した。
新型コロナウイルス感染対策を十分に図り、密集しないよ
うに工夫しながら実際に屋外広場への
避難も実施。
小学生に対しても、大雨・洪水時の安全な帰り方早めの
帰宅等具体的に実施することができた。

回数：12回
参加人数：43組
(乳幼児47人・小
学生5人・保護者
40人)

7月～10月 壁面飾り作り

自粛生活が続いている親子のほっと出来る時間や場所
の提供を支援するため、遊び(簡単な制作キット)の準備
をした。
希望者には作り方を伝え、親子で触れ合いながら季節の
制作を楽しんで頂いた。
活動時には密にならないように配慮し、感染防止に努め
た。
(7・8月：さかな、9月：ぶどう、10月：ハロウィン)

参加人数：58組
(乳幼児58人・保
護者56人)

児
童
ク
ラ
ブ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

令和２年度（2020年度）秋津児童館　活動報告

子
育
て
支
援
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開催月 事業名 活動内容 備考

特
別
行
事

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、会の発足が
出来なかった。

6



開催月 事業名 活動内容 備考

7月

　親子

プログラミング

教室

　今年初めての開催。参加者は10組限定。
　コロナ感染予防の為、マスク着用と手指の消毒の徹
底、30分ごとに換気を行う。
　タブレットを使用しながら、親子で話し合ったり、操作
方法を教えあったりしながら楽しい時間を共有してい
た。　小学校でタブレット授業があるので、全員とても
興味をもって意欲的に参加していた。参加者からは今
後もこのような機会を増やしてほしいとの要望が聞か
れた。

　

８月 　夏休み工作教室

　楠の木について話を聞き、実際に葉を触ったり匂った
りする中で、葉をもむと香りがする事に気づき、学ぶこ
とができた。また、講師の方が準備して来られた、木の
実・葉・貝殻などの自然物を使って、カメや、花畑、メ
リーゴーランド等自由な発想で制作に取り組み、色々
な作品を完成させていた。
　さらに、ミニ博物館と称して講師の先生が持参され
た小さな生き物の様子を観察したり、東部公民館の周
りで見つけたセミの抜け殻や産卵跡などについても学
び、自由研究への足掛かりとなったように思う。

朝
の
活
動

　新型コロナ感染防止対策のため、計画していた朝の
活動については、子育て支援の為のこあらっこ活動以
外は、全て中止

11月～
3月
（５回）

　３B体操

　新型コロナ感染拡大防止対策により、前期の予定は
中止となり、後期11月から、5回開催。0歳児親子対
象の日と1・2歳児親子対象の日を分けて実施してい
る。コロナ感染拡大防止対策の為、参加人数を最大９
組に制限して行う。
　3B体操とは、ボール・ベル・ベルトの3種類の道具を
使って、体を動かしたり音楽に合わせて踊ったりする
全身運動で、子どもも保護者も一緒に楽しみながら、
体を動かすことで気分をリフレッシュできると大好評
である。

１０月
１２月
　３月
（５回）

　わくわく運動遊び

　新型コロナ感染拡大防止対策により、前期の予定は
中止となり、１０月から、5回開催。
　感染拡大防止対策の為、参加人数を最大９組に制
限し、間隔を保つ為マットを準備し、親子ごとにその
マット内で活動していただくようにした。
　0歳児親子対象の日と1・2歳児親子対象の日を分
けて実施し、月齢・年齢にふさわしい運動機能の発達
や感覚の育成等について、親子のふれあい遊びを通
して分かりやすく話してくださるので、毎回とても好評
である。

児
童
館
行
事

子
育
て
支
援

令和２年度（2020年度）東部児童館　活動報告
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開催月 事業名 活動内容 備考

５月～9月 　スポーツクラブ

　新型コロナ感染拡大防止対策により、前半の３回は
中止。
　１・2年生クラスと3年生以上クラスに時間帯を分け、
公民館ホールを使用し、実施している。コロナ感染拡
大の影響の為か、前年度に比べて希望者が少なかっ
た。　リズムダンス、鉄棒・跳び箱へのチャレンジ、縄跳
びなど、様々なカリキュラムが組まれている。講師の方
の個に応じた丁寧な指導やアドバイスで、繰り返し挑
戦することの大切さ、友達と励ましあう・認め合う態度
の育成などにつながっていると思う。

１１月～３月 　アートクラブ

　新型コロナ感染拡大防止対策により、1回は中止。
　紙粘土で立体的な動物を制作する・墨絵で干支を
描く・おみくじ作り・自分の夢を描いて掛け軸を作るな
ど、毎回わくわくする活動が計画されていた。
　講師の方が、一人一人の発想の豊かさを認めながら
具体的なアドバイスやヒントを与えられるので、子ども
達はいつものびのびと作品作りに集中していた。特に
完成した掛け軸を会場に掲示し、鑑賞しながらお互い
に作品の良さを認めあうことで、さらに表現する喜び
や達成感を味わうことにつながった。

特
別
行
事

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

10月
　子育て座談会・

作って遊ぼう
　親子ビクス

　乳幼児パパママ教室を介して、プレイルームで講師
の方を迎えての子育て体験座談会や親子ビクスなど
を開催した。
　新型コロナ感染対策として、マットを準備し間隔を充
分取って実施した。
　身近な物で作ったおもちゃで親子で楽しく遊んだり、
リズムに合わせて親子で身体をいっぱい動かしたりし
て、リフレッシュしながら親睦にもつながった。

2月 　いちご狩り

　阿蘇くまもと空港ホテル・エミナースのいちご農園に
出かけた。
　新型コロナ感染対策として、朝の検温、入園前の検
温・手指消毒を確実に済ませて参加してもらう。
  活動中は、畝を挟んで家族同士の会話をしたり、距
離を開けながら進行したりするよう心がけた。
　親子で収穫を楽しみながら、心ゆくまで甘いイチゴを
味わい、親睦の機会となった。

児
童
ク
ラ
ブ

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)
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開催月 事業名 活動内容 備考

児
童
館
行
事

2月
「アートをしよう」
絵の描き方の
ヒントを知ろう

小学生を対象に、児童クラブ（アートクラブ）が開催
できなかったこともあり、新型コロナウイルス感染症
感染防止対策を整えアートの講座を計画しました。
平面の図に色を入れ色の濃淡で立体感を出す方
法を学びました。みかんや先生のお顔を描き、単色
だけでなく反対色やいろいろな色を使って色付けし
ていきました。特徴をよく掴んで楽しい絵が完成しま
した。自粛ムードが長く続いており定員を超える応
募があり好評でした。小学生13名参加。

１２月
絵本の
読み聞かせ

新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極めな
がら、１２月以降の毎週金曜日に絵本の読み聞か
せを始めることとしましたが、12月後半から状況が
悪化し始め中止せざるを得ませんでした。３回開
催、親子６組参加。

6月～3月
お誕生日カード
プレゼントと
製作キット配布

毎月お誕生日会を行っていましたが、新型コロナウ
イルス感染症感染防止の観点から職員手作りの
カードに手形をとってお渡しすることとなりました。ま
た、自由遊びのみのご利用が続いたため、家庭で
子どもさんと一緒に製作していただけるキットを配
布しました。（１０月：ハロウイン飾り・１１月：クリスマ
スツリー・１月：壁面カレンダー作り・２月：おひなさま
飾り）

子
育
て
支
援

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

児
童
ク
ラ
ブ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

令和２年度（2020年度）西部児童館　活動報告

朝
の
活
動
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開催月 事業名 活動内容 備考

特
別
行
事

毎年行ってきた秋祭りの会場である公民館エントラ
ンスホールが耐震工事のため（工事期間８月～３
月）利用できず中止。

9月 オンラインヨガ

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため多
人数で活動することが難しく、ＺＯＯＭアプリを使って
各家庭にてオンラインでヨガを楽しみました。母親ク
ラブの会員であり、ヨガインストラクターの有資格者
の方に講師としてご指導いただきました。親子で体
を動かし交流を図ることができました。親子６組１３
名参加。

１０月
オンラインおやこ
de英語遊び

前回のオンラインヨガが好評で、ＺＯＯＭアプリを
使って今度は英語のオンラインレッスンを受けまし
た。お歌や手遊びに合わせて英語の書かれたカード
を見ながら英語にふれました。初めて英語学習をす
るこどもたちばかりでしたが、遊びながら学ぶことの
できる楽しいレッスンとなりました。親子５組１１名参
加。

１１月 親子ビクス

新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極め、
感染防止対策を施し公民館にて活動しました。親子
で体を動かしふれあう時間となりました。終わった後
はソーシャルディスタンスをたもって近況報告会が
行われました。親子７組１０名参加。

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)
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開催月 事業名 活動内容 備考

児
童
館
行
事

12月 体操の日

　コロナ禍でも楽しんでもらえるよう、12月から週に
1回開催した。内容は体操、手遊び、絵本等で20分
程度行い、家族同士が近づきすぎないよう十分配
慮した。また、遠くからでも見えやすいよう絵本は大
型のものを使用するなど工夫していき、回数を重ね
るごとに定着していきリピーターが増えていった。

朝
の
活
動

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

子
育
て
支
援

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

児
童
ク
ラ
ブ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

令和２年度（2020年度）花園児童館　活動報告
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開催月 事業名 活動内容 備考

特
別
行
事

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、会の発
足が出来なかった。
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開催月 事業名 活動内容 備考

児
童
館
行
事

12月 クリスマス会

・日にちを設定せず、サプライズでサンタクロース登
場を2日間行った。サンタクロースとの質疑応答。そ
の後、児童館で準備したクリスマスカードをサンタク
ロースから来館者に渡してもらい、子供たちの笑顔
がこぼれる1日だった。

朝
の
活
動

〇自由あそびの中で、名前呼び、体操、手あそび、絵
本の読み聞かせなど、 来館児童の年齢や状況に応
じて行い、皆さん喜んで参加された。
　
〇カレンダーなどの製作行事は、持ち帰りのキットを
用意し、家でも作れるように毎月準備をした。30
セットが直ぐになくなるくらい大好評だった。

子
育
て
支
援

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

児
童
ク
ラ
ブ

７～12月 絵画・造形

・図工集会室で、10～12時まで実施。小学１～4年
生が対象。講師は大木友美先生。材料費は全6回
で3,300円。リピーターも多く、学校とは違った作品
を作ったり、描いたりするので楽しそうだった。

令和２年度（2020年度）幸田児童館　活動報告
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開催月 事業名 活動内容 備考

特
別
行
事

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、会の発
足が出来なかった。
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　 開催月 事業名 活動内容 備考

９月
リ・グラスアートで
プレゼントづくり

・実施日　令和2年９月13日（日）
・対象　管内小学生
・場所　南部公民館大ホール
　敬老の日のプレゼントづくりを兼ねて実施。最初は
環境問題についてのお話がありその後アート作り。
廃材を利用し砂のように細かく砕いた色とりどりの
ガラスを使って絵をつくりました。
　熊本県環境センター「動く環境教室」を利用

参加者
小学生とその保護
者　　２６名
熊本県環境セン
ター講師　　１名

12月
肥後ちょんかけ
ごま教室

・実施日　　令和２年１２月２５日（金）、２６日（土）
・対　象　　　管内小学生
・場　所　　　南部児童館前広場
・内　容　　　熊本市の無形文化財である肥後ちょん
かけごまを「肥後ちょんかけごま保存会」の講師に
実演、指導していただき、また、児童に実際に体験し
てもらうことにより本市の伝統の遊びの面白さを理
解し興味を持つことを目的として開催した。

参加者
小学生とその保護
者　　５９名
保存会講師
３名

通年 キャラクターさがし

新型コロナウィルス感染拡大により、来館児童に対
しソーシャルディスタンスを十分に取りながら遊ぶこ
とが可能なものとして、人気キャラクターのイラストを
館内に貼付けたものを探してもらう楽しみを子ども
たちに感じてもらうことができた。

　

朝
の
活
動

　 　 新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

　

子
育
て
支
援

　 　 新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

　

令和２年度（2020年度）南部児童館　活動報告

児
童
館
行
事
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　 開催月 事業名 活動内容 備考

７月～12月 絵画造形クラブ

・３３年間続く人気のクラブである。
・令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大のた
め、参加人数を絞って実施した。
・講座内容（第1回開講式、まるのかたちをかこう、
第2回おみくじをつくろう、第３回アクセサリーをかざ
るオブジェをつくろう、第４回ハロウィンのカボチャを
つくろう、第５回自分の夢をかこう、第６回心のイメー
ジをかこう、第７回閉講式、来年の干支をかこう）

・絵画造形クラブ
の定員は、当初１６
名を予定していた
が、新型コロナウィ
ルス感染拡大のた
め７人に人数を
絞って実施した。

４月～8月

9月～12月

卓球クラブ

体操クラブ

・楽しく身体を動かすことで児童の心身の健全な育
成に寄与する。
・対象は小学生
：定員は各16名、各年7回実施（卓球クラブは中
止）
・体操クラブの主な活動内容（第１回　マット徒手、
前転、とび込み前転、　　第２回　マット開脚前転、後
転
第3回　鉄棒、中抜き回り、中抜き戻り、前回り　第４
回　鉄棒　逆上がり　第５回　跳び箱　１段から細かく
指導　第６回　跳び箱　何段まで跳べるかチャレンジ
第７回　成果発表　）

・卓球クラブについ
ては令和２年度は
中止とすることとし
た。
・体操クラブについ
ては、講師指導の
下に十分な間隔を
保って窓の開放な
ど万全の感染対策
を行ったうえで実
施した。

特
別
行
事

　 　

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

　

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)

　 　

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、会の発
足が出来なかった。

　

児
童
ク
ラ
ブ
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開催月 事業名 活動内容 備考

１０月 運動会

予め親子が座る席を決め、その場所からのスタートとし
た。
まずアンパンマンの行進曲に合わせ、親子で行進を行
う。1周したところで行進を終わらせ、その場で、準備体
操「ミッキーマウスマーチ」を行う。競技に参加する時は、
決められた席からの参加とし、参加する順番が来たら、
名前を呼ぶ。他の親子との接触を減らす工夫をしなが
ら、かけっこ、玉入れ、親子遊戯を行う。プレゼントのペン
ダントは、親子遊戯の種目とする。
　毎年、万国旗など保護者の手を借りて準備を行ってい
たが、職員だけで出来る最小限の準備物にしたため、片
付けもスムーズにいった。
　　閉会後、入場門用として置いたくまモンの前で、順番に
親子で写真撮影を行う。

場所：公民館２階
ホール
開催時間：４０分
事前申し込み制：
先着10組
当日の参加人数：
２４人

１２月
ミニ

クリスマス会

参加者が把握できていたので、予め親子が座る席を畳
（半畳×２）を敷いて決めておいた。
　職員によるハンドベル演奏「きよしこの夜」の後
①親子でクリスマスツリーに飾り付けをする。
②アンパンマンお面のサンタバージョンを作り、それをか
ぶって「赤鼻のトナカイ」を踊る。
③「あわてんぼうのサンタクロース」の曲に合わせて、全
員で合奏（楽器遊び）。
④ツリーの前で、家族ごとに写真撮影を行う。
　クリスマスソングを多く使用したため、クリスマス雰囲気
を感じることができたのではないかと思う。

場所：図工集会室
開催時間：４０分
事前申し込み制：
先着６組
当日の参加人数：
１４人

２月 豆まき

来館された親子毎に声を掛けて行う。もし子どもが鬼を
怖がるようであれば参加を強要しない。
参加の申し出が有った時は、段ボールの箱で作った「赤
鬼と、青鬼」を台の上に並べる。「豆」は運動会で使用す
る玉入れ用の玉を利用する（使用した玉は、その都度ア
ルコール消毒を行う）。鬼の口は空いているので、その口
をめがけ「鬼は外！、福は内！」と言いながら玉を投げる。
初めはなかなか鬼の口に投げ入れることが難しかった幼
児さんも、何個か投げるうちに口の中に入るようになり、
何個も投げていた。保護者の方は、携帯カメラでその様
子を収めていた。

声掛けの時間帯
　９時３０分～１１時
３０分
参加人数：9組２０
名

朝
の
活
動

１２月 お話会

お話ボランティアの方2名により実施。
年齢に応じての、絵本による読み聞かせや、ふれあい遊
びが行われた。特に「わらべ歌」に合わせての親子ふれ
あい遊びは、ボランティアの方にやり方を何度も尋ねた
後、実際にやってみて親子でのふれあいを楽しまれてい
た。

開催時間：１１時～
（２０分程度）
参加人数：４名

令和２年度（2020年度）清水児童館　活動報告

児
童
館
行
事
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開催月 事業名 活動内容 備考

開館時
のみ
月１回

災害安全訓練

年間計画に沿って、開館時、原則、月1回行う。
まず職員が、主題に沿った紙芝居や、話をして、実際に
「防犯ブザー」の音を聞いたり、職員の誘導で口を押え
て避難する経験が体験できるようにした。参加者の方は
毎回静かに話を聞かれ、誘導に従い避難するルートを確
認されていた。

4月・5月休館中
6月より来館者参
加で行う。
　年間を通しての
参加人数：81名

開館時
のみ

壁面制作

翌月の壁面装飾を前の月の20日頃より来館者に声を
掛けて行う。
事前に、一人分の制作キットを準備し、見本を見ながら、
親子でシールを貼ったり、クレヨンで自由に描いたりして
作る。出来上がった作品は、壁面に飾っても良いし、その
まま持ち帰っても良いことを伝えると、半分の方が飾り、
半分の方が持ち帰る。飾った作品は翌月末までに取りに
来ていただくように話をする。
　「なかなか家ではできないので良い経験になります。」
と保護者からの感想が聞かれた。

実施月
　１０月・１１月・２月

　9月
11月

ベビーマッサージ

生後3ヶ月～0歳の乳児親子を対象に、外部のボランティ
ア講師の方より指導を受ける形で実施する。

参加者が把握できているので、図工集会室に畳（半畳×
２）を親子の組数分、間隔を空けて敷き、ワンセットの畳
を一組の親子が使用する。ベビーオイルを塗った手で、お
母さんからやさしくマッサージを受けている間に、いつの
間にか眠ったり、動き回っていた子どもさんが静かになっ
たりしていた。
　丁度同じくらいの月齢の子どもさんを持ったお母さん方
が参加されていたので、講座の間に仲良くなり、講座終
了後、お互いの子育て情報を交換されていた。

場所：図工集会室
開催時間：１１時か
ら４０分程度
事前申し込み制
先着５組（催行人
数２組）
2回での参加人
数：10組20人

１１月 歯科指導

 
北区保健子ども課の協力を得て実施。

参加者が把握できているので、図工集会室に畳（半畳×
２）を親子の組数分、間隔を空けて敷き、ワンセットの畳
に一組の親子で座ってもらう。今回は「歯と食生活」とい
う内容での講座中心であった・講座終了後は、歯ブラシ
や、おやつについての質問があり、お母さん方の関心の
高さを感じた。

場所：図工集会室
開催時間：11時よ
り1時間程度
事前申し込み制
先着6組
参加人数：6組12
人

１２月 親子リトミック

外部講師により実施。
ホールに、間隔を空けて、各自持参のレジャーシートを広
げてもらい、その上で行ってもらう。
講師の方がマスクをされていたので、表情など読み取り
難いところもあったが、その分大きな動作で指導されてい
た。また、親子が聞いたことが有る曲もあり、動物になっ
たり、バスごっこをしたり、保護者の膝に乗ったりと身体を
動かしていた。
最後は「おもちゃのチャチャチャ」曲に合わせて楽器遊び
を行う。途中、水分補給と換気を兼ねての休憩を取りな
がら、2時間の講座を楽しまれていた。

場所：公民館2階
ホール
開催時間：10時～
12時
事前申し込み制：
先着８組
当日の参加人数：
１６人

子
育
て
支
援

朝
の
活
動
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開催月 事業名 活動内容 備考

6月
7月
8月

絵画・造形
クラブ

外部講師により実施。
対象は小学校1年生から6年生であったが、6年生の申
し込みはなかった。
一つの机に一人の小学生が座るようにし、机の間隔も精
一杯空けて行う。
講座内容は「クレヨン、絵具、紙粘土、筆」などを使い、描
いたものを掛け軸にして飾れるようにしたり、空き箱を
使って遊べるおもちゃを作ったりした。子どもたちも出来
上がった作品をお互いに見たり、おもちゃで遊んだりして
楽しんでいた。

場所：図工集会室
開催時間：1時30
分～３時30分
申込み方法：はが
き
定員：8人に7人の
応募
全4回のべ参加人
数：24人

　7月
　10月

ヒップホップダンス
クラブ

外部講師により実施。当初10回の開催で計画していた
が貸館休館になり、6回の開催になる。
対象は小学校1年生から6年生であったが、6年生の申
し込みはなかった。
毎年「ヒップホップダンス」を行っているのだが、今年は
「新型コロナウイルス症拡大防止」の為、激しい運動に
対して制限をしたため、ゲーム性のある遊びが中心に
なった。
講師の方も、毎回いろんなゲーム考えて来られて、小学
生もダンスとは違ったゲームの楽しさが経験できたので
はないかと思う。

場所：公民館2階
ホール
開催時間：1時30
分～３時30分
申込み方法：はが
き
定員：２０人に１７
人の応募
全６回のべ参加人
数：７２人

特
別
行
事

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

７月 はじめましての会

昨年度から引き続いて会員になる方もいたので、会長、
副会長、会計とスムーズ決まった。
年間計画も、会員の方から、「しゃぼん玉遊びがした
い。」「ハロウィンは楽しかったね。」と意見が出、児童館
との共催事業、母親クラブ単独の事業とバランスよく月
の中に納まり、年間計画が出来上がった。

場所：図工集会室
開催時間：11時～
12時
参加人数：親子10
組

３月
お別れ遠足
（いちご狩り）

熊本市北区の「吉次園」に、現地集合・現地解散で実
施。
丁度いちご狩りの時期で、初めて体験する乳幼児さんも
いて、時間一杯、いちご狩りを楽しむことができた。

場所：吉次園
時間：10時集合
参加人数：乳幼児
5人、保護者7人

児
童
ク
ラ
ブ

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)
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開催月 事業名 活動内容 備考

8月

小学生単発講座
～動く環境教室～
「リグラスアートを

作ろう」

熊本県環境センターに依頼。新型コロナウイルス感染症
が懸念される中ではあるが、感染防止の整った環境であ
れば出前講座は可能との返事をもらい、児童の夏休みの
楽しみの一つになればと企画した。講師は、水俣から来
館。色分けされたガラスカレットの入ったコンテナは思っ
た以上に場所を取ったが、工作室より広いプレイルームを
使った事で提示された条件を満たすことが出来た。事前
申し込みで１０名募集し、１年生から６年生まで参加が
あった。好きな図案を各々選び、同じ型でも一人一人違っ
た自分だけの物が出来上がっていて面白かった。子ども
達は、キラキラ光るガラスカレットに時間を忘れ熱心に取
り組んでいた。楽しかったようだ。

９月 救急法

熊本市北消防署楠出張所に依頼をし、心肺蘇生法・
AEDの使い方・感染性予防対策等について学んだ。火
災時の避難訓練のようすもみてもらい指導を仰いだ。消
防車・救急車の車両展示では、子ども達だけでなく保護
者も関心を持って見学したり消防士や救命救急士の説
明を熱心に聞いていた。なかなかできない体験だったと
思う。

１１月

児童厚生員等
研修会

「０・１・２歳児
向けの活動」

講師にFun＆Fit　緒方保美先生を依頼し、新型コロナ
ウィルス感染症を踏まえた中で出来る活動の提案につい
て学んだ。会場は公民館ホール。アルコール消毒の設置、
検温、ソーシャルデスタンスのため受講人数は各施設か
ら1名と制限した。接触感染防止にも配慮した。ピクニッ
クシートを各自用意して定位置を決め、２mの間隔を空け
て講義を受けた。常時換気、用具の共用は避ける、休憩
を挟むなど、出来る感染予防対策に努めた。実技講習
だったにもかかわらず、熱心に話に耳を傾けメモを取る受
講態度が印象的だった。感染防止のため、人とのコミュ
ニケーションが難しい中、求めていた研修だったと感じ
た。今回参加できなかった児童厚生員のため、DVDを
作って各館に回覧し自主研修に役立ててもらった。

6月～3月 安全訓練

４月、５月は新型コロナウイルス感染症感染防止のため
臨時休館となり中止した。安全訓練についてはいつ何時
火災やその他の災害が起こらないとも限らないので、新
型コロナウイルス感染症の感染抑制に努めながら毎月
実施した。例年に比べると、集いに時間をかけず避難方
法を知らせるのみの必要最低限の周知となった。来館者
の人数次第では、火災時の注意と月毎の内容（地震・台
風・土砂災害等）をわかりやすく紙芝居や絵本、ペープ
サート等、保護者と一緒に子どもも参加できるよう工夫し
て周知を行った。

6月～3月 誕生会

上記同様の判断で、誕生会の集いは中止したが、子ども
達には、「誕生日おめでとう！」の気持ちを伝えたくて、手
作りカードとメダルを準備し、記念に手形を取って一人一
人を祝った。誕生月は過ぎていても、申し出があれば、い
つでも渡せるよう配慮した。中には「今日が誕生日です」
とその日を選んで来館する保護者もみられた。たまたま
遊びに来て思いがけず誕生カードを手にして喜ぶ親子も
いた。

令和２年度（2020年度）龍田児童館　活動報告

児
童
館
行
事

朝
の
活
動
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開催月 事業名 活動内容 備考

朝
の
活
動

７月～ 3月 「おうちで作ろう」

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「朝の活
動」はいろいろなリスクに配慮し中止の判断をした。これ
までしてきた親子での制作遊びが各々で体験できればと
初めは考えたが、児童館で遊びの時間に制限があるた
め、家庭に持ち帰って作るケースが多かった。そのため、9
月からは「おうちで作ろう」と、児童館職員手作りの制作
キットを準備し、家庭で楽しんでもらうこととした。持ち帰
りの日はお便り等で知らせたが、配布分が残れば、当日
以外でも欲しい親子には配っておうち時間を少しでも楽
しんでもらうように配慮した。

11月
子育てサロン
「ベビーオイル
マッサージ」

新型コロナウイルス感染症のリスク回避のため、様々な
制約はあったが、講師と衛生面・安全面を配慮したすり
合わせの中、接触を減らしソーシャルディスタンスの確保
をして実施に至った。たんぽぽクラブ役員で資格を取得
して間もない講師だったが、親の思いがわかり、児童館の
安全対策にも十分に理解があったので、スムーズな開催
が出来た。保温マットを敷いてソーシャルデスタンスを保
つ、講師との十分な距離をとる等の工夫をして受講希望
の保護者が不安なく時間いっぱい指導が受けられるよう
配慮した。

２月
３月

子育てボランティア
講師による遊びの

提供

熊本市子育てホットサポーターの大津山氏が来館。手作
りおもちゃで親子を楽しませてくれた。子ども達もとても親
近感をもって受け入れていた。日頃従事している児童館
職員以外のボランティアの訪問、必要以上に注意が必要
な時でもあり、吹いて遊ぶ物は飛沫感染しないか保護者
の心配も考えて、控えていただく様お願いした。手作りお
もちゃは一人にひとつ、子どもが使いたがっても又貸しは
しないよう声をかけたり、楽しい時間であっても、感染症
へのリスク管理は怠らない様、気を付けて見守った。

児
童
ク
ラ
ブ

７月～１１月 絵画造形クラブ

当初５月～１１月まで全８回で募集したが、児童館が臨時
休館し、７月に延期、開講の６回で調整した。募集人数は
そのままで様子を見たが、申し込みは半数だった。工作室
は児童一人につき長机１台、講師にはフェイスシードも用
意した。窓を開け換気しながら、講師も近距離では向か
い合わず、児童の後ろから指導するよう気を付けた。開講
毎に今回も無事行えたと講師と喜び合った。指導時間は
作品の出来上がり次第では長くなりがちだが１時間５０
分を限度とし、休憩を挟みながら時間超過しない様考慮
した。
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開催月 事業名 活動内容 備考

児
童
ク
ラ
ブ

９月～１２月 卓球クラブ

当初９月～令和３年２月まで全８回の開催を予定してい
たが、冬季は新型コロナウイルス感染症感染拡大を想定
し、講師との相談の下、開講は予定通り９月～閉講は１２
月とした。冷房設備のない体育館を使用するにあたって、
熱中症の懸念から開講日を９月末としたので、児童の健
康を守り安心して実施できた。また先を見越して１、２月を
中止した事は、感染状況を思うと判断として良かったと思
う。募集人数は、そのまま１６名で様子を見たが、半数程
度の申し込みだった。会場の人数として密にならず丁度
良かった。換気をしながら休憩を入れる等息が上がり過
ぎないよう心がけた。汗を拭くなど顔を触る時は、手指を
アルコール消毒する事を児童に伝え、感染対策を怠らな
いように配慮した。

特
別
行
事

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止

10月 わんぱく運動会

これまで運動会は、土曜日に公民館ホールで、保護者・
祖父母・兄妹も参加して開催してきたが、この度の新型コ
ロナウイルス感染症の流行で見直しを余儀なくされた。イ
ベントの開催は常に不安の連続だったが、試行錯誤する
ことで解決策を見つけようとたんぽぽクラブ役員間の気
持ちも一つになった。人数を制限し、参加は平日でたん
ぽぽ会員親子のみ、会場は開放的な戸外、児童館前の
中庭を使用することにした。草刈りやライン引き、石拾い
などは公民館職員の協力があり無事開催に至った。天気
に恵まれ、参加の会員親子は、秋の日差しに中、笑い声
溢れる楽しいひと時を過ごすことが出来た。

12月 クリスマス会

冬場のため、イベント会場は室内になる。出来るだけ広い
公民館ホールを使用し、平日で人数も親子20組とした。
床には、それぞれ一畳分程度の保温力のあるマットを敷
き、親子単位で座るパーソナルスペースとしてソーシャル
ディスタンスを確保した。主な内容は、距離の確保と出来
るだけ接触を減らすため、エレクトーン演奏とサンタクロー
ス登場とのみとした。コロナウイルス感染症の世界的流
行で、閉塞感やコンサートにも行けない緊張した生活の
中で、身体が解放されるような、縮こんだ心に満ちてくる
ような演奏は、音楽の大切さを改めて教えてくれた。サン
タクロースの登場でいつものように盛り上がったが、写真
撮影などは個別対応して楽しい中でも忘れることなく感
染防止を心がけた。

3月
お楽しみ会

お別れ遠足

「お楽しみ会」では、新型コロナウイルス感染症の懸念の
中、１年間役員の役目を担った保護者に感謝を伝えた。
また、「熊本市乳幼児ママパパ教室」の事業を使って、リ
トミックの講師を招き、親子音楽遊びの時間を楽しんだ。
幼稚園・保育園に４月から入園するたんぽぽクラブの子
ども達の卒館式でもある。また会うことを楽しみに、これま
での思い出と共に一つの区切りの会で、昨年は新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため中止していただけに、
今年は出来て良かったと喜ばれていた。お別れ遠足は毎
年いちご狩りだったが、ハウスで密になる事などを考慮し
て行き慣れた武蔵塚公園になっていた。あいにくの雨天
で残念ではあったが、今年はこの会で年度を締めくくるこ
とが出来、みんなで喜び合った。
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